
第７５回 亀岡清泉荘 運営推進会議 議事録 

令和 8年 4月 20日 14時 00分 ～ 15時 30分 於：曽我部町公民館 

司会 亀岡清泉荘 代表 松野 記録 亀岡清泉荘 代表 松野 

出席者 、亀岡市高齢福祉課・吉野さま、曽我部町自治会副会長・法貴さま 

南条区長・俣野さま、民生委員・原田さま、 

利用者さまご家族・小林さま、井口さま 

亀岡清泉荘・中村、長尾、村田 

欠席者 南部地域包括支援センター・西村さま、穴太区長・斎藤さま、口山区長・谷内さま、民生

委員・大石さま 

１． 別紙報告事項・清泉荘の事業所内の活動（３月・４月） 

意見・提案・質問等 回答 

要介護 5・要介護 4 とはどの程度の状態なの

か 

 

 

 

 

日内変動がある場合、職員の対応は難しく、調

査する方も難しいのではないか、介護に対する

要望は出ないのか 

 

 

【スライドショーを見ながら行事報告】 

ワンちゃんが来て良かった。 大事にしてあげ

て下さい。 

回想法について歳をとると昔の事をよく覚えて

いる。地域の方でやってみたらどうかとの事で

したが、マニュアルなどはあるのか？ 

 

小規模では元気になって利用を終了される方が

あったとの事。そんなことがあるのだなと思っ

た。以前ホームの様子を見学して、丁寧な様子

を見て安心している。グループホームも和やか

に過ごしておられる印象を持っている。 

 

暖かくなってきて、少し外へ出て日向ぼっこを

しながら草引きをしたりしている。良くなった

り悪くなったりはあると思うが、元気に自分の

事は自分でして過ごしている。（利用者さまご

家族） 

要介護 5はすべてにおいて介護が必要な状態 

ただし、認知症の程度によって個人差はある 

小規模の要介護 2から要介護 5になられた方は

パーキンソン症状が出ており、日内変動があ

る。介護保険の更新がされた時は病院に入院中

だった。 

お迎え時に座れるかどうかなどでその日の体調

を判断している（手引き歩行の日、まったく動

けない日など）スタッフ 2人でお迎えに行って

対応している 

 

 

 

 

そんなに堅苦しく考えず、楽しいことが脳に良

いので、輪になって名札を付けて昔のあだ名で

呼び合い、くだけた雰囲気で楽しくするのが良

いとの事でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



いつも普段の様子を見せて頂いて、今までにや

ったことがないようなことも経験させてもらっ

ている。本人の刺激になればいいなと思う。

（利用者さまご家族） 

工夫しながら楽しいイベントをされていると思

った。 

小規模でイベントをされるときに週１回しか来

られていない方など、まったく参加できない方

はおられませんか。 

 

深夜の急変時・救急救命対応について 

（夜勤一人勤務の時の急変時対応のビデオを視聴） 

 

 

 

まずは救急車を呼ぶのが良いのではないかと思

う。 

 

 

 

 

なるべく年間を通して参加できる様にチェック

表を作り、行事を行う曜日を決めるようにして

いる。 

 

 

 

現在は宿直がいるので、夜間のスタッフが１人

から２人になったのは大きな改善となってい

る。繰り返し訓練をするしかないと思う。    

ぜひ、地域の方も救急救命講習会を受けて頂く

と心強いと思う。 

実際の現場では判断に迷う場面が多い。まず、

応援を呼び、1人考えず、2人で考える。判断

に迷った場合はすぐに救急車を呼ぶようにして

いる。 

窒息は一刻を争うので、タッピングをする前に

救急車を呼ぶ。状態が戻ったら救急隊には帰っ

てもらうという事も大丈夫だと消防署も言われ

ていた。 

状況に合わせて判断をしていきたい 

※次回の運営推進会議は、令和８年６月下旬以降開催の予定で調整・連絡いたします。 
 

 


